
国際標準化 ISO/TC266 Biomimetics 第 11 回総会および技術報告書発行

ISO/TC266 Biomimetics の Chair Advisory Group（CAG）

会議、Working Group 4（WG4）会議および専門委員会

（Technical Committee; TC）の総会が、新型コロナウイル

ス感染症の影響のため、以下の日時でオンラインで開催さ

れた。それぞれの会議について報告するとともに日本から

提案していた３つの技術報告書（TR）のうち、残り二つ

の TR が 2022 年 7 月に発行されたので報告する。

2021 年 9 月 8 日 ( 水 )　ISO/TC266 第 5 回 CAG 会議

2021 年 9 月 9 日 ( 木 )　ISO/TC266 第 10 回 WG4 会議

2021 年 9 月 10 日 ( 金 )　ISO/TC266 第 11 回総会

開始時刻 EDT: 7 時、CEST: 13 時、JST: 20 時 (3 日間の会

議の開始時刻は同時刻 )

ISO/TC266 第 5 回 CAG 会議

コンビーナの Norbert Hoeller 氏が議長となりオンライン

で参加者を確認し、コンビーナ交代やビジネスプランなど

の議案について審議に入った。参加者は、イギリス、カナ

ダ、韓国、ドイツ、ベルギー、日本であった。

CAG コンビーナについて

Norbert Hoeller 氏の TC266 の CAG のコンビーナとして

の任期は 2021 年 12 月 31 日までであった。そのため、

後任の推薦について依頼があった。ドイツの Eberhard 

Seifert 氏は現コンビーナの Norbert Hoeller 氏を推薦し

たが、同じドイツの Heike Beismann 氏は会議開催時に

TC266 の議長であった Olaf Rehme 氏を推薦した。Olaf 

Rehme 氏は、2021 年 12 月末日で TC266 の議長の退任

が決定しており、席上、これまでの TC266 の議長として
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の経験を生かして、CAG のコンビーナとして務めていく

と就任を承諾した。

ビジネスプランについて

ISO/IEC 専門業務用指針，第１部 – 専門業務の手順の附属

書 SC 戦略ビジネスプランには、ビジネスプランとして要

求される内容が、以下のようにまとめられている。

戦略ビジネスプランの要求事項

項目 1: ISO 委員会の活動に関係するビジネス環境におけ

る動向、及びこのビジネス環境の傾向及び ISO 委員会の

規格の受入・実施状況を示す定量的指標の記述

項目 2: このビジネス環境に関して、標準化プログラムが

実現すると予想される具体的メリットの記述

項目 3; ISO 委員会が認定した目的及び、これらの目的を

達成するための戦略の記述。これらには、ビジネス環境の

ニーズ及び傾向によりよく対応できるようにするためにと

るべき措置、又は ISO 委員会に提案される措置の記述を

含む

項目 4: 目的を達成し、戦略を実現する上で、ISO 委員会

の能力に悪影響を与える要因に関する記述。又、委員会内

での主な市場の規模に関する記述を含む。（製造業，政府

などの種類のみならず地理的にも）

項目 5; 必要となる ISO 委員会及び業務計画の客観的情報

戦略ビジネスプランをもとに、 Norbert Hoeller 氏からビ

ジネスプランを検討する際に必要とされる４つの項目につ

いて説明があった。

1．ビジネスの動向、2．具体的なメリット、3．目的 / 戦略、

4．阻害要因
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Norbert Hoeller 氏は目的 / 戦略として、バイオミメティッ

クなイノベーションを信頼できる評価可能な方法で示すこ

とが必要であるとし、一方、阻害要因としては、TC266

への参加国が限られていること、また、企業関係者、省

庁、非政府組織などからの参加者がないことであると主張

した。意見交換を行い、ドイツの Heike Biesmann 氏から

は、国際規格の作成は早すぎると関心がなく、遅すぎれば

誰も興味を示さず、ビジネスの動向にタイミングをあわせ

て国際規格を作成することは困難なことであるという意見

が出された。また、Eberhard Seifert 氏からは、国際規格は、

適切かつ実用的、証明済みの科学に基づくことが大事であ

るとし、重大な阻害要因としては、重要なステークスホル

ダーの関与が少ない点であるとの意見も出された。これら

の課題を解決するためのひとつの方法は、バイオミメティ

クスとは何で、どのように実施していくのかについてよく

説明していくことであるとの意見もあった。また、関谷瑞

木氏からは TC229 ナノテクノロジーのように業界団体と

つながることが大事であるとのコメントも出された。

さらに、イギリスの Julian Vincent 氏 から、生物学と技

術（工学や材料科学など）をつなごうとする際に生じる領

域の不一致を回避し、例えば「速さ」と「正確さ」のよう

な抽象的で領域に依存しない組合せで検討する “Trade-off”

という考え方について説明があった。また、新しく議長に

就任する中国の Zhihui Zhang 氏は、自己紹介とともに生

物工学の標準化についての自身の考えや見通しについて説

明があった。その他、ベルギーの Stephan Hoornaert 氏は、

Regenerative Economy（再生経済）に関するワーキング

グループの設立を提案し、ISO/TC 323 Circular Economy

や ISO/TC 331 Biodiversity がすでに設立されているので、

これらの TC のリエゾンになり、TC 266 で体系的に調査

するべきであると主張した。

ISO/TC266 第 10 回 WG4 会議

前回の WG4 会議で、以下の二つの TR のドキュメントに

ついてエキスパートからのコメントを収集すること、また、

これらの TR に関連する分野に興味があるエキスパートは

プロジェクトに参画してほしい旨を伝えていた。

TR2: ISO/AWI TR23846 Biomimetics - Image search 

engine

TR3: ISO/AWI TR23847 Biomimetics - Integrating 

problem and function oriented approaches applying TRIZ

WG4 会議開催の直前に、ドイツの事務局からコンビーナ

の香坂　玲氏に TR2 と TR3 の発行期限が 2021 年 11 月

6 日であり、期限までに TR の発行ができない場合は、1) 

TR を新しいプロジェクトとして提案し、再度承認を受け

る、2) TR の発行期限を最大 9 か月延長する、の 2 つから

選択することになるとの説明があった。 

 

WG4 会議の参加国は、ドイツ、イギリス、カナダ、韓国、

中国、日本の６か国であった。コンビーナの香坂　玲氏が

議長となり、2 つの TR について審議を行った。

TR2: ISO/AWI TR23846 Biomimetics - Image search 

engine

プロジェクトリーダーである小林　透氏が、前々回の

WG4 会議で出されたエキスパートのコメントに従い、情

報検索が材料開発等にヒントを与えた事例を付属書類とし

て加えたドラフトについて説明を行った。ドラフトの改訂

について審議した結果、再度電子メールなどで協力者を募

集し、TR2 の最終ドラフトを作成したのち、投票へと進

めることが承認された。TR2 の発行スケジュールについ

ては、ドイツ事務局からの連絡に基づき、TR の発行期限

を９か月延期することとした。

TR3: ISO/AWI TR23847 Biomimetics - Integrating 

problem and function oriented approaches applying TRIZ

プロジェクトリーダーである山内　健氏が、前回の会議で

Julian Vincent 氏から出されたコメントに従い改訂したド

ラフトについて説明を行った。Julian Vincent 氏よりドラ

フトの改訂点について意見交換を継続し、ドラフトの改訂

に協力するとのコメントがあった。TR3 についても、前

回と同様に電子メールなどで協力者を募集し、TR3 の最

終ドラフトを作成したのち、投票へと進めることとした。

また、そのスケジュールについては、TR2 と同様に発行

期限を９か月延期することが決議された。

ISO/TC266 Biomimetics 第 11 回総会

ISO/TC266 Biomimetics 第 11 回総会は、ドイツの Olaf 

Rehme 氏が議長となった。はじめに事務局が参加国を確

認し、P メンバー 8 か国のうちベルギー、カナダ、中国、

ドイツ、韓国、日本、イギリスの 7 か国が出席し、O メンバー

ではアイルランドが初めて出席していた。事務局より、セ

クレタリーレポートをもとに現在活動中のプロジェクトな

どについて報告があった。ドイツの Eberhard Seifert 氏か
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ら、会議に参加していないＯメンバーとのコミュニケー

ションはどうするのか、ちょうど議長国が変わるタイミン

グであるため、参加していないＯメンバーに参加を促す手

紙を送るなどしてはどうかといった意見が出されたが、一

方でＯメンバーは TC のメンバーに公開されている文書で

情報を得ることが主な目的だろうとの意見も出され、O メ

ンバーとのコミュニケーションについては特に結論はでな

かった。

ISO/TC 266/WG4 Knowledge infrastructure of 

biomimetics 報告

コンビーナの香坂　玲氏より、前日に開催された WG4 会

議の報告として、ISO/AWI TR 23846 Biomimetics - Image 

search engine（TR2）と ISO/AWI TR 23847 Biomimetics 

- Integrating problem and function-oriented approaches 

applying TRIZ（TR3）の発行期限を 2021 年 11 月 6 日か

ら 2022 年 8 月 6 日まで 9 か月延長することが承認され

たとの報告があった。

いずれの TR についても発行期限が 9 か月延長されたが、

投票までの具体的なスケジュールについて香坂　玲氏より

提案があった。前回の WG 会議で香坂　玲氏がエキスパー

トに対して依頼したドラフトに対するコメントやドラフ

ト作成に関する協力の申し出がなかった TR2 については、

2021 年 12 月までにドラフトの最終版を作成し、投票へ

と進めたいとの説明があった。一方、TR3 はエキスパー

トからドラフトについてコメントや意見が出されているた

め、それらのコメントや意見を反映したドラフトを 2021

年の年内に作成し、その後、投票へと進めるとの説明があっ

た。カナダの Nobert Hoeller 氏から昨年の時点でのドラ

フトを見ていないとの意見があったため、昨年の委員会後

の経緯を確認した。審議の結果、あたらめて TR2 と TR3

の最新版のドラフトに対する各国からの意見を聴取し、そ

れらを反映した最終版のドラフトを作成し、投票へと進め

ることとした。特に、TR3 については、エキスパートか

らの意見を伺うため、WG4 でウェブ会議を開催し、その

会議の議論を反映したドラフトを作成し、投票へと進める

こととした。

ISO/TC 266/CAG 報告

CAG1 のコンビーナである Norbert Hoeller 氏から、2021

年 12 月末日で自身が退任し、あらたに Olaf Rehme 氏

が 3 年 の 任 期（2022 年 1 月 1 日 ～ 2024 年 12 月 31

日）で選任されたとの説明があった。また、CAG の事務

局がドイツから中国に移行することを確認した。さらに、

TC266 の戦略的ビジネスプランについての意見交換や、

Julian Vincent 氏から Trade-Off の考え方についての説明、

新しい議長に就任する中国の Zhihui Zhang 氏から自己紹

介および生物工学の標準化に関する説明について報告が

あった。

TC266 のリエゾンの報告

TC266 とリエゾン関係にある TC のリエゾンオフィサーよ

り TC の活動などについて報告があった。

(1) ISO/TC 150 Implants for surgery

(2) ISO/TC 207 Environmental management

(3) ISO/TC 229 Nanotechnologies

(4) ISO/TC 279 Innovation management

(5) CEN/TC 350 Sustainability of construction works

(1) ISO/TC 150 Implants for surgery

リエゾンオフィサーである関谷瑞木氏より、TC150 の組

織や活動について報告があった。バイオミメティクスは臨

床治療の道具に親和性があることが予想され、バイオミメ

ティクスの構造最適化などが役に立つのではないかと考え

られるため、将来的にはプロジェクトが動き出す可能性が

あるとの報告があった。

(2) ISO/TC 207 Environmental management

Eberhard Seifert 氏より TC207 と関係の深い ISO 14034

の定期見直しが行われたことや、あらたに TC323 Circular 

ecomony とのコラボレーションについてコメントがあっ

た。

(3) ISO/TC 229 Nanotechnologies

バイオミメティクスは自然の観察をとおして発展して

おり、その観察技術はナノテクノロジーの発展と強く

絡み合っている。そのため、TC229 の国際規格がバイ

オミメティクスの製品の設計に貢献するかもしれない

と考えられる。また、ロータス効果を参考にしている - 

Nanotechnologies-textiles containing nanomaterials and 

nanostructures - superhydrophobic characteristics and 

durability assessment というプロジェクトが提案されてお

り、投票にかけられている最中であること、また、ナノテ

クノロジーのコアタームと定義に関するドキュメントが

CAG で議論されているなど TC266 との関係について説明

があった。

(4) ISO/TC 279 Innovation management
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1.  ISO/TC266 Biomimetics 第 12 回総会の開催について
開催日　2022 年 10 月 21 日

会　場　オンライン開催
（当初、9 月 14 日に ISO/TC 266/CAG 会議、 9 月 15 日に ISO/TC 266/WG4 会議、9 月 16 日に TC266 総会をを開催予定であったが、2022 年 7

月に中国事務局より 10 月 19 日 CAG 会議、10 月 20 日 WG4 会議、10 月 21 日に TC266 総会を延期するとの連絡があった。)
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リエゾンオフィサーの Nobert Hoeller 氏より特に活動を

していないため、2022 年になったら TC279 とコンタク

トをとる予定であるとの説明があった。

ISO/TC266 Biomimetics 第 11 回総会で決議されたことは

以下の通りである。

1) CAG のコンビーナとして、ドイツの Olaf Rehme 氏が選

任された。

2) ＷＧ４の二つのＴＲは、発行の締切が 9 か月延長する

ことが承認された。

3) 中国の Zhihui Zhang 氏を 2022 年 1 月 1 日から 2024

年 12 月 31 日までの 3 年間の任期として委員長に推薦す

ることが承認された。また、TC の事務局がドイツから中

国に移ることも承認された。

二つの技術報告書の発行について

第 11 回総会後、任期の開始前ではあるが中国が幹事国

として実質的に活動を開始した。その中国の事務局から

WG4 の TR2 と TR3 のプロジェクトの正式な延長申請を

するように申請書がコンビーナの香坂　玲氏に送られてき

た。香坂　玲氏はその申請書を作成し、中国事務局を通し

て ISO 事務局に提出したところ、TR のプロジェクトの延

長の期間は、TC266 総会で決議された 9 か月は誤りで、6

か月であるとの指摘があった。急遽 TR の発行スケジュー

ルが変更になったが、その連絡を受けたプロジェクトリー

ダーはプロジェクトの延長期間が 6 か月に変更になった

ことを好機ととらえ、TR をより早く発行できるように準

備を進めることとした。TR2 のプロジェクトリーダーで

ある小林　透氏と TR3 のプロジェクトリーダーである山

内　健氏は、電子メールやウェブ会議を利用して各国のエ

キスパートからドラフトに対する意見を収集し、ドラフト

の最終版を作成した。中国事務局はそれらのドラフトに

ついて 2021 年 12 月 16 日から 2022 年 2 月 19 日の期

間で委員会内投票を行った、その結果、棄権を除いて過半

数の賛成を得ることができ、二つの TR の発行が承認され

た。それらのドラフトは、2022 年 5 月初旬までに編集作

業を経て 2022 年 7 月に技術報告書 ISO/TR23846、ISO/

TR23847 として発行された。すでに発行されている ISO/

TR23845 とともに日本から提案された 3 つの技術報告書

のすべてが発行された。


